
市 長 記 者 会 見

令和５年１月17日
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案 件

１ 新型コロナウイルス感染症の感染状況等について
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感染者数 陽性者登録センター分（推計） 人口10万人対比（推計） 人口10万人対比

新規感染者数と人口10万人対比の推移

クラスターの発生状況

高齢者施設 障がい者施設 医療機関

令和４年12月
30施設 ４施設 11施設

令和５年１月
（15日まで） 12施設 １施設 １施設

※推計値は県陽性者登録センターにおける新規感染者数を、いわき市分の新規感染者数で案分・加算した。

病床使用率

４０．４％
（1月15日現在）

※登録C含む推計

直近7日間10万人当たり
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インフルエンザ 定点当たり報告数

福島県 感染症発生動向調査 感染症週報（令和５年1月11日発行）より

流行期に入り、

市内でインフルエ
ンザ患者が
急増

■2022年第51週(12/19~12/25)
■2022年第52週(12/26~１/１)
■2023年第1週 (１/２~１/８)
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同時流行に備えた感染対策と医療機関の負荷軽減

－福島県医療ひっ迫宣言 令和５年２月５日まで延長－

①基本的な感染対策の徹底
コロナウイルスとインフルエンザの感染を防ぐための対策は同じです

②速やかなワクチンの接種
県大規模接種 1/27(金)17:00～20:00 1/28(土)10:00～13:00 いわき市文化センター

③検査キットでのセルフチェック
24時間オンラインで健康観察できる「HELPO」も活用

④救急車の適正利用
緊急性の高い症状の方や重症の方の命を守るため、急を要する場合以外の利用を控えましょう
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案 件

２ いわき芸術文化交流館（アリオス）における
ネーミングライツ・パートナー及び愛称の決定について
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ネーミングライツ・パートナー募集の結果

本年度、新たな取組みの一つとして、芸術文化を応援いただける法人の
皆様を対象に、いわき芸術文化交流館（アリオス）内の4施設について、
ネーミングライツ・パートナーの募集を実施し、今回、大ホール及び音楽小
ホールの２施設において、令和5年4月からのネーミングライツ・パートナー
及び愛称を決定いたしました。

対象施設 応募者数 これまでの状況

大ホール ５者 ネーミングライツ・パートナー及び愛称決定

中劇場 ０者 再募集を実施中（令和５年１月３１日まで）

小劇場 ０者 再募集を実施中（令和５年１月３１日まで）

音楽小ホール ２者 ネーミングライツ・パートナー及び愛称決定
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対象施設
ネーミングライツ
・パートナー

愛称
契約額及び
契約期間

大ホール

アルプスアルパイン
株式会社

アルパイン大ホール

５００万円/年（税別）

令和５年４月 １日～
令和１０年３月３１日

（５年間）

音楽小ホール

いわき信用組合 いわしん音楽小ホール

１００万円/年（税別）

令和５年４月１日～
令和10年３月３１日

（５年間）

ネーミングライツ・パートナー及び愛称
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新しい愛称の積極的な使用について

令和５年度より、当館広報誌やパンフレットやホームページ、各種広報媒体
などにおいて、積極的に新たな愛称を使用してまいります。

報道機関の皆様におかれましても、
新たな愛称「アルパイン大ホール」、「いわしん音楽小ホール」の
使用について、よろしくお願いします。

使用例

・ 炎のマエストロで知られる指揮者の小林研一郎さんが指揮する演奏会が、

○月〇日、アルパイン大ホール（いわきアリオス）で開かれました。

・ いわきアリオスが所蔵する18世紀に製造されたチェンバロを使用した

演奏会が、〇月〇日、いわしん音楽小ホール（いわきアリオス）で
開催されました。
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アリオスにおいては、令和５年４月をもちまして開館１５周年の節目
を迎えることとなります。
これを機に、引き続き、質の高い舞台芸術を提供するとともに、地域
の皆様、ネーミングライツ・パートナーを始めとした企業等、多様な
主体と連携しながら、誰もが気軽に多彩な芸術文化を鑑賞できる機会
を創出するアウトリーチの拡大を始め、市民の皆様が行う創造活動の
支援や、次代を担う子どもたち等、芸術・文化に携わる人材の発掘・
育成など、様々な取組みを実施してまいります。
今後も、いわき芸術文化交流館アリオスの取組みに対し、御理解、
御協力をよろしくお願いいたします。

地域と連携した『芸術文化のまち いわき』を目指して
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案 件

３ 「IoT機器を活用したフレイル予防事業」の実施について
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IoT機器を活用したフレイル予防事業の実施について

本市の要介護認定率は全国平均や県内他自治体と比べて高く、また、新型コロナウイルス感染症に
よる外出自粛の影響等により、要介護リスクが高まるフレイルの進行が危惧されている。
このことから、IoT機器を活用し歩行を見える化・評価するとともに、簡易的なアドバイスを行うことで、
フレイルの早期発見・予防につなげるもの。

【事業内容】

【背景・目的】

希望者にモーションキャプチャ付きの専用スパッツを装着し歩行していただき、
専用のソフトウェアで解析を行い、実測値、スコア、簡易的なアドバイスを記載
した評価シートを作成し提供する。
MaaS車両に測定機器を搭載し、出張行政サービス「お出かけ市役所」として
公民館や集会所等へ訪問した際や、健康イベント等で実施する。

【対象者】

測定等を希望する市民

【実証期間】

令和５年１月～３月
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案 件

４ 「サイクル×カーシェアMaaS」実証の実施について
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「サイクル×カーシェア MaaS」実証の実施について

【事業概要】

いわき版MaaS推進プロジェクトの新たな取組みとして、アルプスアルパイン(株)、NORERU?、市の3者
が連携し、観光・文化・スポーツのまちづくりを目的とする「サイクル×カーシェアMaaS」実証を実施します。

市民や本市を訪れた観光客の方々が、気になるスポットまで車で移動し、そこから自転車で周辺を散策
したり、チェアリングなどを楽しめるよう、電動自転車やアウトドアグッズを搭載した特別仕様の車両を貸し出
すとともに、おすすめコースの案内等を行うことで、豊かな自然とふれあう機会や、まちの新たな魅力を発見
する機会を創出するもの。

□実証期間 令和５年１月21日（土）～３月31日（金）
□設置場所 いわきFCパーク NORERU?
□利用方法 ウェブサイトからのお申込み
https://www.alpine.co.jp/emotion/storyca/puttering

□実施体制 アルプスアルパイン(株)：車両貸出サービスの提供
NORERU？：車両メンテナンス､おすすめコース提案
いわき市：地域事業者や関連事業等との連携調整、

周知広報

詳細・予約
はこちら
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【ご利用イメージ】

初めてでも安心！
道具の使い方マニュアル積載
おすすめコースを案内

利用後は毎回清掃・消毒
使うたびにワクワクする
上質な道具を用意

1 2 3

「サイクル×カーシェア MaaS」実証の実施について
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